
このたびは「ツインビート∞（インフィニティ）」を
お買い求めいただき、ありがとうございます。

いつでもお読みいただけるよう、本体と取扱説明書を
一緒に大切に保管してください。

使用する前に必ず本取扱説明書をよく読み、正しくお使いください。

取扱説明書
ツインビート∞（インフィニティ）
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ツインビート∞の特長

EMS
EMS（電気的筋肉刺激／ Electrical Muscle Stimulation）は、電気
で筋肉を刺激することにより、通常の運動よりも効率よく筋肉を動かし、
筋肉中でエネルギーを消費して高い運動効果を得ることができます。

このEMS運動法による筋肉トレーニングは、もともと1960年代にヨー
ロッパで開発された手法でしたが、1972年のミュンヘン・オリンピッ
クで旧ソ連の選手の筋肉トレーニングで効果を発揮し、以来注目を浴び
ました。

現在、ヨーロッパやアメリカを始め国内においても各種スポーツ選手の
筋肉トレーニングに利用され、一般の人にも幅広く使われています。

最初にP.7〜29の注意事項及び仕様、各部名称などをよくお読みください。

ツインビート∞の特長
ツインビート∞は、非常に高い周波数「5000Hz」の中周波と呼ばれ
る電流を搭載しています。この中周波は、電流刺激特有のビリビリ感を
少なくし、さらに、広い範囲にわたり深い部分の筋肉までトレーニング
することが期待できます。
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特長❸ 使いやすい快適設計

親切設計で操作もカンタン

４つのコースから各部位のモードを選んで出力を上げるだけ。
どなたでもカンタンにお使いいただけます。

シーンを選ばないポータブル仕様

コンパクトな設計で充電池も使用できるので、外出先や仕事・家事
をしながらでもお使いいただけます。

※車の運転中や炊事中などのご使用は危険ですので、おやめください。

触れるだけの簡単操作

3.5インチの色鮮やかなカラー液晶で操作画面の視認性が高く、
タッチパネルなので、どなたでも直感的な操作が可能です。

特長❶ LCDカラータッチパネル

回転刺激でエステのような使い心地

サイクロンモード（回転刺激）を搭載。気になる部位に囲むよう
に貼ることで、回転しているような刺激を得られます。回転方向
も左右パターンがあり、バランスよく身体にアプローチします。
※サイクロンモードは、トレーニングコースとリラックスコースの一部のモー

ドにプログラムされています。→P.60 Q11参照
※サイクロンモードを使用するには、パッドを4枚貼ってください。

特長❷ サイクロンモード
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ツインビート∞の特長

特長❹ 目的に応じた４つのコース

頭皮やお顔のスキンケアに
スカルプケア（EMS）、フェイスケア（EMS）、ト
リートメント（MCR※）の3つのモードで頭皮やお
顔のスキンケアを行えます。
※ マイクロカレント（微弱電流）

※無理せずご自分に合ったコースをお選びください。

通常のトレーニングに
5000Hzの中周波のEMSを搭載。広い範囲に
わたり深い部分をソフトに刺激することでイ
ンナーマッスルをトレーニングします。

トレーニング
コース

ビューティー
コース

高強度のトレーニングに
自重エクササイズ（プランク・スクワット）と
5000HzのEMSを組み合わせ、さらに強度な
運動が可能になった時短トレーニングコースで
す。

ハイブリッド
コース

スクワットプランク

フェイスケア トリートメントスカルプケア

一日のリラックスに
TENS（テンズ：経皮的電気刺激/Transcutaneous 
Electrical Nerve Stimulation）を使用し、5つ
のプログラムで気になる部位をリフレッシュさ
せます。

リラックス
コース

膝

腰肩 おなか

太ももウエスト

おなか せなかバスト う で

ヒップ

ふくらはぎ
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安全上のご注意　正しく安全にお使いいただくために

は、本器の取扱いにおいて、発火、破裂、高温
等に対する注意を喚起するための絵表示です。
※表示例は「感電注意」です。

は、本器の取扱いにおいて、その行為を禁止す
る絵表示です。
※表示例は「分解禁止」です。

は、本器の取扱いにおいて、指示に基づく行為
を強制する絵表示です。
※表示例は「プラグをコンセントから抜く」です。

危険

警告

注意

● 取扱説明書は本器を安全にお使いいただくために必要です。本器を人に
貸したり、差し上げたりするときには点検を受けた上で、必ずこの取扱
説明書を一緒にお渡しください。

● ご使用前に、この「安全上のご注意」とP.8〜17までの注意事項をよく
読み、正しくお使いください。

● あなたや他の人への危害や財産への損害を未然に防止するために、下記
のような絵表示をしています。危害や損害の程度を表していますので、
内容を理解してから本文をお読みください。

この取扱説明書のイラストはイメージであり、実際とは異なる場合があります。

取扱いを誤ると、人が死亡または重傷を負う危険が
差し迫って生じることが想定される内容を示します。

取扱いを誤ると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示します。

取扱いを誤ると、人が傷害を負う可能性または物的損
害が想定される内容を示します。

表示例

パ
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下記のような医用電気機器との併用は、機器に誤作動を 
まねく恐れがありますので使用しないでください。
●ペースメーカー等の体内植込み型医用電気機器
●人工心肺等の生命維持用医用電気機器
●心電計等の装着型医用電気機器

使用上のご注意　　ご使用前に必ずご確認ください

危険

警告 次のような人及び部位は必ず医師とご相談の上、 
使用してください。

● 脊椎の骨折、ねんざ、肉離れなど急
性（疼痛性）疾患の人

●  悪性腫瘍のある人 
●  心臓に障害のある人
●  糖尿病などによる高度な末梢循環障

害による知覚障害のある人
●  重度な血行障害のある部位
●  血友病などの出血性素因の高い人
●  静脈怒張の皮膚表面
●  萎縮性拘縮を起こしている皮膚表面
●  病名などがはっきりしない人
●  安静を必要とする人
●  血管障害の恐れのある血圧異常の人
●  妊産婦（産前産後を含む）
● 生理時の腹部
● 熱の高い人（38℃以上）
●  伝染性疾患の人
● アトピー性皮膚炎の人
●  日焼けなどで皮膚に炎症を起こして

いる部位
●  皮膚が化膿し、炎症を起こしている

部位
●  アレルギー体質で、特にお肌が敏感

な人

●  かゆみやほてりのあるシミや病的な
シミのある人

●  ステロイド系ホルモン剤の長期使用
や肝臓機能障害で、毛細血管拡張を
起こしている人

●  てんかん症状のある人
●  多発性硬化症の人
●  体内に金属やプラスティックの入っ

ている部位
●  適用部位の皮膚に損傷・炎症、その

他の異常のある人
●  適用部位に知覚障害のある人
● 過去に筋腫の手術または治療を受け

たことがある部位
●  紫斑病など内出血しやすい人
●  骨粗鬆症など簡単に骨折する人
●  医師から運動を禁じられている人
●  狭心症の人
●  医師から心臓に注意などの指示があ

る人
●  顔面神経マヒの人（ビューティー

コース使用時のみ）
●  インプラントをしている部位

（ビューティーコース使用時のみ）



特
長

注
意
事
項

は
じ
め
て
お
使
い

に
な
る
前
に

パ
ッ
ド
の
注
意
事
項

本
体
の
使
用
方
法

Ｑ
＆
Ａ

パ
ッ
ド
の
貼
り
方 

導
子
の
使
い
方

9

① 台所、車の中、火気の近く、直射日光の当たる場所など、温度の高い
場所やほこりの多い場所で使用したり、保管しないでください。本器
の寿命を縮めたり、暑さによる変形など故障の原因となります。

② 本体を寒い場所から温かい場所に移動した直後に使用しないでくだ
さい。本体内部で結露現象が生じる恐れがあります。この状態で使
用すると表示部の誤動作や故障の原因となります。使用するときは
移動後２時間以上経過してから電源を入れてください。

③ 本体が特に低い温度や高い温度のときは、LCD表示が薄かったり
欠けたりすることがありますが、故障ではありません。通常の室温
状態（10℃〜40℃）になると正常に動作します。なお、極度に高
い温度（60℃以上）の状況で使用した場合、表示画面が損傷する
など故障する場合がありますので取り扱いに注意してください。

④ トイレでの使用は、落下や水没などの恐れが生じ、事故や故障の原
因となりますので、絶対に使用しないでください。

⑤ 保護者、医師、または専門家の監督下以外では子供に使用させない
でください。また、子供が機器本体及び付属品で遊んだりしないよ
うにしてください。

⑥ 子供を抱えたまま使用しないでください。

①次の人は介護者の監視のもとでご使用ください。
●マヒなどで身体の自由が利かない人 ●寝たきりの人 ●12才以下の子供

2）準備について
① 他の機器との併用は、危険をまねく恐れがあるので、行わないでく

ださい。
② 濡れた手での操作は、感電する可能性があり非常に危険です。絶対

におやめください。
③乳幼児には使用させないでください。

1）使用場所や状況について

警告

警告

危険

浴室などの湿度の高い所では使用しないでください。

使用を開始するにあたり、禁忌事項及び以下のことに注意し
てください。

危険
感電、火傷や発火などの事故や物的損害、または故障の原因
となります。
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●認知症の人や意思表示ができない人
● 適用部位に浮腫がある人 ● 適用部位に阻血組織がある人
● 自分で操作できない人 　● 皮膚知覚が低下している人や部位
② 口中・陰部などには、使用しないでください。けがなどの原因とな

ります。
③ パッドは、頚動脈（咽喉部）、頭部（脳、目、耳など）、胸部付近、
特に心臓を前後に挟んで使用しないでください。

④ EMSスティック導子は、脳、目、耳、喉ぼとけに使用しないでく
ださい。てんかんの既往歴がある人は頭部に使用しないでください。
また、出力を上げすぎないようにしてください。

⑤ 正常な判断ができない状態（お酒を飲んだ人、睡眠薬を飲んだ人）
で使用しないでください。

⑥ 本来の目的以外には、絶対使用しないでください。故障や事故の原
因となります。また、ペットへは使用しないでください。

⑦ パッドは金属製の物（ネックレス、ベルト、時計など）と重なった
り、触れたりしないように貼ってください。また、パッドが互いに
重ならないように貼ってください。

⑧ 接続コードには金属を近づけたり、他の電気のコードと触れたりし
ないようにしてください。感電・発火の原因となったり、他の電気
製品に異常を起こす恐れがあります。

⑨ 車の運転中は危険ですので絶対に使用しないでください。
⑩ 使用前にスイッチなどを操作し、本体と付属品が正常かつ安全に作

動するか確認してください。
⑪ 定められた手順で操作してください。操作を誤ると事故や故障の原

因となります。
⑫ 全ての接続コードは容易に離脱しないよう、正しく確実に接続して

ください。発火やショートなどの原因となります。
⑬ 高周波を利用した家電製品（テレビ、電子レンジ、ラジカセなど）

を使用している場合は、3メートル以上離れてご使用ください。近
くで使用すると誤作動の原因となることがあります。

⑭ 接触性皮膚炎など、皮膚に既往歴のある人は、使用時に肌に異常が
ないか注意してご使用ください。

⑮ EMSスティック導子は金属を使用していますので、金属アレル
ギーの方は使用しないでください。

⑯  体調の優れないときは使用を控えてください。

使用上のご注意　　ご使用前に必ずご確認ください
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発火、感電、火傷などの事故や物的損害、故障の原因となり
ます。

① 充電ACアダプターは交流100V以外では使用しないでください。
規格の異なる海外での使用は、発火、ショート、感電など事故の原
因となります。

② コンセントや配線器具の定格を超える使い方はしないでください。
タコ足配線などで定格を超えると、発熱により火災の原因となります。

③ 充電ACアダプターはコンセントへ確実に差し込んでください。ま
た、充電ACアダプターが破損したり、差し込みがゆるい場合は使
用しないでください。差し込みが不完全な場合、感電、ショート、
発火の原因となります。

④ 接続コードのプラグにゴミやほこりなどを付着させたまま使用しな
いでください。発火・ショートの原因となります。

⑤ 充電ACアダプターの本体差し込みプラグ（金属部分）を手で触ら
ないでください。汚れによる接触不良により事故や故障の原因とな
ります。

⑥ 充電ACアダプター使用後は、本体差し込み口の保護キャップを必
ず閉じてください。ほこりやゴミの付着により、接触不良による事
故や故障の原因となります。

⑦ 指定の充電ACアダプター、充電池以外は使用しないでください。
事故や故障の原因となります。

3）電源（充電ACアダプター）・配線について

警告

⑰ 身体に疲労感を強く感じているとき、または筋肉痛が特にひどい場
合はしばらく使用を控えてください。

⑱ 火気、熱湯、高温状態にある器具を扱う炊事中は危険ですので使用
しないでください。

⑲ しばらく使用しなかった本器を再使用するときは、使用前に必ず本
器が正常かつ安全に作動することを確認してください。また、6ヶ
月以上使用しなかった場合は、使用前にお求めの販売店または発売
元にご連絡の上、点検を受けてください。スイッチなどを入れ、本
体と付属品が正常かつ安全に作動するか確認してください。



12

4）充電池について

①必ず指定の充電池をお使いください。
● 品番：ITO-Li-003 仕様：リチウムイオン充電池（7.4V 1150mAh）

お買い求めは販売店または発売元にご連絡ください。
②充電について
● 充電池は消耗品です。長時間充電してもすぐ充電池の容量がなくな

るときは、新しい充電池と交換してください。本体の使用状況（頻
度や時間など）により違いはありますが、約500回が寿命の目安
です。

● 充電池の寿命を保つため、充電池の残量表示が1つになってから充
電することをおすすめします。

● 充電池は使わないで放置していても自己放電します。そのため、新
しい充電池でもはじめから容量が少なくなっていたり、まったくな
いことがあります。これは、充電池の不良ではありません。

● 充電のしすぎによって故障することはありません。
● 充電は周囲温度0℃〜40℃以内で行ってください。
● 湿気やほこり、振動の多いところでは充電しないでください。
③充電池の取扱いについて
● 本器を長期間使用しない場合は、充電池を本体から外して保管して

ください。
● 充電池のビニールカバーをはがしたり、キズをつけないでください。

充電池の液が漏れたり、発熱・破裂の原因となります。
● 充電池の航空機への持ち込みは事前に各航空会社へご確認ください。
④ご使用後はリサイクルへ
● 本製品の充電池はリチウムイオン充電池を使用しています。
● リチウムイオン充電池はリサイクル可能な資源です。不要になった

電池は廃棄せず、充電式電池リサイクル協力店へお持ちください。
● 不要になった充電池を一般のゴミとして捨てないでください。
● 環境への影響を少なくするため、お住いの地域で定められている規

則に従ってください。

使用上のご注意　　ご使用前に必ずご確認ください
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①パッドは正しく装着してください。
② 機器に故障が発見された場合は、使用を直ちに中止し、電源を切っ

てください。
③ 本器を使用した際に、身体に異常を感じたり、発疹・発赤・かゆみ

などが現れたときは、直ちに使用を中止してください。異常が継続
する場合は、医師に相談してください。

④ 使用開始当初は、出力は弱めに、また、時間を短めに設定してくだ
さい。また、刺激感覚は個人差があり、かつ部位によっても感じ方
に差があります。急に出力を上げすぎないように、1〜2週間かけ
て身体を慣らしながら出力を上げてください。

⑤ 刺激に対し、身体が慣れてからも始めから強く（目標値）しないで
5分から10分経過ごとに少しずつ出力を上げ、目標値に近づけて
ください。

⑥ 出力口に金属製の棒やハサミ、ピンなどを差し込まないでくださ
い。感電・発火の原因となります。

⑦ 充電ACアダプターを使用している場合で、雷や地震、停電になっ
た際には使用を中止し、電源スイッチを切り充電ACアダプターを
コンセントから抜いてください。使用再開時に事故や故障の原因に
なります。

⑧ 本体を水につけたり、濡らしたりしないでください。内部に水が入
ると発火・ショートなどの事故や故障の原因となります。（本器を
使用したままトイレに入らないでください）

⑨ トレーニングコースでハイバーニング機能が起動する際に、人によ
り、非常に強い刺激を感じる場合があります。（P.34参照）

⑩ お子様や認知症の方が、パッドなどの付属品を口に入れたり、他
の用途に使わないよう十分に注意してください。事故や故障の原
因になります。

⑪ 本器使用中に本体が熱くなることがありますが、これは比較的大き
な電流を使用するためであり、本体の異常ではありません。

5）使用中のご注意 警告
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① 使用後は、電源スイッチを切り接続コードを出力口から抜いてくだ
さい。接続コード類の取り外しに際しては、必ずプラグ部を持って
引き抜いてください。

② 本体、付属品などは、次回の使用に支障のないように清潔にし、湿
気の少ない所に整理、保管してください。

③ 接続コードやパッドは、無理に折り曲げたり、丸めたりしないでく
ださい。

④ 使用後、ウェットティッシュなどでパッド装着部の皮膚を清拭してく
ださい。

⑤ 使用後、体調に異常が感じられた場合は、しばらく使用を控えてく
ださい。

⑥ 接続コード類を本体に巻き付けた状態で放
置しないでください。接続コードの接触不
良や故障の原因となります。

⑦ ビューティーコース使用後は、乾いた布な
どでEMSスティック導子のジェルやロー
ションが付いている部分を軽く拭いてくだ
さい。

⑧ EMSスティック導子は水洗いしないでく
ださい。

6）使用後のご注意 警告

⑫ 目的にあった時間・量を超えないように注意してください。また、
使用する身体の部位、回数などは年齢や体調などにより個人差があ
ります。取扱説明書をよく読み、不明な点はお買い求めの販売店ま
たは発売元に相談してください。

使用上のご注意　　ご使用前に必ずご確認ください
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保守・点検のご注意

1）保管とお手入れについて 警告

① 温度、湿度の高い所、ほこりの多い所での保管はしないでくださ
い。劣化を早め、故障・事故の原因となります。

② 長期間ご使用にならないときは、必ず充電ACアダプターをコンセ
ントから抜いてください。

③ お手入れは、電源スイッチを切り充電ACアダプターをコンセント
から抜いてから行ってください。

④ 濡れた手でプラグの抜き差しをしないでください。感電などの事故
の原因となります。

⑤ 本体の清掃は、変色の原因となるのでシンナー、ガソリン、灯油な
どの揮発油や磨き粉、熱湯、薬品類で拭かないでください。水かぬ
るま湯または中性洗剤を含ませて、固く絞った布で拭いてください。

⑥ お子様の手の届かない所に保管してください。落としてけがや破損
の原因となります。

⑦ 本体は絶対に開けないでください。故障の原因になります。
⑧接続コード、充電ACアダプターは消耗品です。使用状態により異

なりますが、安全にお使いいただくために遅くとも３年以内には交
換してください。長年使用すると、コードの断線などで火傷・火災
などの事故の原因となることもあります。

⑨ 接続コード類に亀裂などの不具合が生じているときはすぐ使用を中
止してください。危険ですので、お買い求めの販売店または発売元
までご連絡の上、新しいものをお求めください。

⑩ 充電ACアダプターやEMSスティック導子などの接続コード類を傷
つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張った
り、ねじったり、たばねたりしないでください。また、重い物をの
せたり、挟みこんだり、加工したりすると接続コードが破損し、火
災・感電・事故の原因となります。

⑪ 他の機器の部品や付属品などを流用しないでください。規格や仕様
が異なるため、事故や故障の原因となります。
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⑫ 本体及び付属品は、使用に際し正しく作動することを、日常的に点
検してください。

⑬ パッドの袋には使用期限が表示してあります。使用期限内に使い切
るようにしてください。また、使用期限を過ぎたものは使用しない
でください。

　※ 使用期限はパッドの表面下段のバーコードの側に表記されています。

　　例）   　使用期限は 20XX年の△△月

⑭ パッドは消耗品です。粘着力が低下（1日１ヶ所、約１ヶ月程度の
使用が標準）しましたら交換してください。

⑮ パッドを貼った部分が赤くなったり、かゆみを引き起こした場合は、
使用を中止して、お買い求めの販売店または発売元へお問い合わせく
ださい。敏感肌用のパッドもご用意しております。

⑯ パッドの使用後は、元の透明フィルムに戻し、袋に入れてチャック
を閉め、高温・高湿を避けて保管してください。

⑰〈イトーオリジナルパッドの模倣品に対するご注意〉
　 安全に製品をご使用いただくために、製造元で品質管理を実施して

おります純正のイトーオリジナルパッドをご使用ください。模倣品
の使用が原因で発生した火傷事故・故障・その他の不具合などにつ
きましては、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。

定期点検を受けましょう!
本体や付属品は安全に使用し、性能を維持するために定期的（1年を目安）に
点検を受けましょう。特に付属品類は消耗品ですので、年に1回は点検を受
け、3年以内に早めに交換してください。点検・交換についてはお買い求めの
販売店または発売元へお問い合わせください。

保守・点検のご注意
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2）故障時及び取り扱いに際しての注意事項

① 本体や付属品を勝手に修理したり、改造しないでください。故障か
なと思ったら使用を中止し、お買い求めの販売店または発売元へお
問い合わせください。

② 本体を高い所から落としたり、強い衝撃を与えないでください。
誤って落とした場合は必ず点検を受けてください。また、そのとき
に異常がなくても内部の損傷が進み、後に事故や故障の原因になる
ことがあります。

3）その他

機器及び付属品を廃棄する場合は、環境への影響を少なくするため、
地域で定められている規則に従って処分してください。

3年以上使用した付属品（接続コード、充電ACアダプター、リチウ
ムイオン充電池）による事故については、当社は責任を負いかねる場
合もありますので、あらかじめご理解をお願いします。

警告

警告

注意



18

機器の構成と仕様

ご使用になる前に、本体及び標準付属品がすべて揃っているか、ご確認ください。

本体・標準付属品

❶本体
❷ポーチ　1個
❸充電ACアダプター　1個
❹接続コード〈1.15m・灰〉　1本
　接続コード〈1.15m・黒〉　1本
❺EMSスティック導子　1本

❻ イトーオリジナルパッド プレミアム 〈L・4枚〉 1袋
❼イトーオリジナルパッド プレミアム 〈M・4枚〉 1袋
❽ イトーフェイスモイスチャーゲル　1本
＊リチウムイオン充電池
　※工場出荷時：本体にセット済み

＊取扱説明書

※パッドは1ヶ月程度（1日1ヶ所の使用）で交換してください。
　パッドのご注文については、販売店または発売元にご連絡ください。
※指定以外の付属品は使用しないでください。

❷

❹❸

❺

❶

別売オプション品
❾イトースカルプローション　1本❾

❼ ❽

はじめてお使いになる前に

❻

※本書では「イトーオリジナルパッド プレミアム」を「パッド」と呼びます。
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定格入力電圧 ・・・・・・・・・・・  DC12V（付属の充電ACアダプター〈入力AC100V〉） 
DC7.4V（リチウムイオン充電池）

定格消費電力 ・・・・・・・・・・・ 約15W（最大出力時）
搬送周波数 ・・・・・・・・・・・・・ 5000㎐（max）
本体サイズ ・・・・・・・・・・・・・ 縦174╳横85╳厚さ32（㎜）
重量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約310g（リチウムイオン充電池含む）
出力レベル ・・・・・・・・・・・・・ 1〜90レベル（※）
タイマー ・・・・・・・・・・・・・・・・  トレーニングコース：15／30分 

ハイブリッドコース：7／12分 
リラックスコース　：15／30分 
ビューティーコース：10分（固定）

仕　様

※ ビューティーコースのフェイスケアは1〜30レベル、スカルプケアは1〜50レベル、トリートメントは
50μA（固定）
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各部名称

CH1出力口 CH2出力口

底 面

正 面 側 面

出
力
調
節
ス
イ
ッ
チ

電
源
ス
イ
ッ
チ

カ
ラ
ー
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

充
電
L
E
D

充
電
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
差
し
込
み
口
・
保
護
キ
ャ
ッ
プ

はじめてお使いになる前に
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画面構成（コース選択画面）
各ボタンをタッチすることで、表示が切り替わります。

画面構成（部位選択画面）

A

E

B

D

F

C

A  バストモードを選択します。

B  うでモードを選択します。

C  おなかモードを選択します。

D  せなかモードを選択します。

E  ウエストモードを選択します。

F  太ももモードを選択します。

G  ヒップモードを選択します。

❶ トレーニングコース

G

1

2

3

4
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H  プランクモードを選択します。

I  スクワットモードを選択します。

❷ ハイブリッドコース

J  肩モードを選択します。

K  おなかモードを選択します。

L  腰モードを選択します。

M  膝モードを選択します。

N  ふくらはぎモードを選択します。

❸ リラックスコース

O  スカルプケアモードを選択します。

P  フェイスケアモードを選択します。

Q  トリートメントモードを選択します。

❹ ビューティーコース

はじめてお使いになる前に

H

I

K

M

L

J

N

O

P Q
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※説明用の表示のため、実際の画面とは異なる場合があります。

画面構成（パッド貼り付け位置画面）

① 戻るボタン
　 一つ前の画面に戻ります。
　 ※ 出力は0になり、タイマーは 

リセットされます。

③ タイマーボタン
　 残り時間を表示・変更します。

② 貼り付け位置画面切替ボタン
　 貼り付け位置画面を切替えます。

④ ロックボタン
　  電源スイッチ以外の操作を無効に

します。

⑤ CH1出力表示 
　 CH1の出力レベルを表示します。

⑥ CH2出力表示
　 CH2の出力レベルを表示します。

①

③

⑩

⑤ ⑥

⑨

②

④

⑦

⑧

⑧

⑧

⑧

⑦ 充電池表示
　 充電池の残量を表示します。

⑧ パッド貼り付け位置表示
　  パッドの貼り付け位置を表示しま

す。

⑨ モード表示
　 モード名を表示します。

⑩ コース表示
　 コースをアイコンで表示します。

トレーニングコース

リラックスコース

ビューティーコース

ハイブリッドコース
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充電池の交換方法

① 本体裏のカバーを
外し、充電池を取
り出します。

④ 充電池を本
体に組み込
みます。

※充電ACアダプターを外し、電源OFFの状態で取り外してください。

② ツメを押しなが
らコネクターを
外します。

③ 新しい充電池の
コネクターを差
し込みます。

⑤ リード線を
隙間に押し
込みます。

充電について

はじめてお使いになるときは、充電をしてからお使いください。

※リチウムイオン充電池は出荷時に本体内にセットされています。

ここで使うもの： 本体・充電ACアダプター・リチウムイオン充電池

※ 充電ACアダプター使用後は、保護キャップを必ず
閉じてください。

※ アダプターの金属部分が汚れていな
いことを確認してください。汚れて
いる際にはティッシュペーパーなど
で拭き取ってください。

1 本体側面にある充電ACアダプター差し込み口
の保護キャップをめくります。

2 充電ACアダプターのジャックを
差し込みます。

※ 本器は、充電ACアダプターのみ（充電池を外した状態）でも使用可能です。その場合、充電LED及び充電池
表示は常に点滅します。

はじめてお使いになる前に

※ ケーブルが断線しない
よう、コネクターの先
端を持って外してくだ
さい。

ツメ
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3 充電ACアダプターをコンセントに
差し込みます。

4 充電中は本体上部の充電LED
が点灯し、充電池表示は点滅し
ます。充電が完了すると充電
LEDは消灯し、充電池表示は
点灯に変わります。

※ 電源がOFFの場合、充電が完了する
と充電LEDは消灯します。

充電池のご注意とリサイクルについて → P.12

● 充電池表示は、3つ →2つ →1つ →0 の順に減っていきます。

● 充電時間は最大で約3時間です。
● 充電池の寿命を保つため、充電池の残量表示が1つになってから充電する

ことをおすすめします。
● 充電中に本体が熱くなりますが、故障ではありません。
● 満充電の場合でも、使用部位や出力レベルなどによっては、2時間前後で

充電池の残量がなくなることがあります。
● 充電しながらでもご使用になれます。
● 使用中に充電池表示が増えたり減ったりしますが、故障ではありません。
（P.59 Q8参照）

【充電してください。】
の画面が表示されます。

（P.60 Q12参照）

3：満充電 2 1 0：残量なし

→ → →

充電池表示

充電LED
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パッドのセットと貼り付け
ここで使うもの：本体・接続コード・パッド

パッドのセット

※ 接続コードは灰と黒の2色ありますが、出力口CH1・
2のどちらでも接続できます。

※ 接続コードは奥までしっかりと差し込んでください。

注） 向きが異なると入りません。よく確
認した上で、差し込んでください。
また接続コードの差込部に異物がつ
いていたり、出力口に異物が入って
いないかよく確認してから接続して
ください。接触不良などの故障の原
因となります。

パッドに、接続コードの 
細い先端を差し込んでつなぎます。

1

本体底面にある出力口CH1・2に、
それぞれ接続コードを差し込みます。

2

※ 必ず金属部分が見えなくなるよう
根元まで差し込んでください。

①  おなか・腕・太ももの内側など皮膚のやわらかい部分へ、パッドを貼って
ください。（パッドに接続コードを接続しない）

②  20分後、パッドを貼っていた部分が赤くなったり、かゆみを引き起こした
場合は、使用を中止してお買い求めの販売店または発売元へお問い合わせ
ください。敏感肌用のパッドもご用意しています。

③ 皮膚に異常がないことをご確認の上、ご使用ください。 

お使いになる前に、肌にパッドが合うかテストをしましょう。

はじめてお使いになる前に
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パッドの貼り付け

※ 汗などで肌が汚れている
と、パッドが貼り付きに
くくなります。

※ パッドの貼り付け位置には個人差がありますので、自分に合わせて調節（筋肉
の反応のよい、大きく動く場所）してください。

※ 湿布や絆創膏などの粘着物によりかぶれやすい方は注意してご使用ください。
かぶれたり赤くなったりすることがあります。

使用する部分の汗をタオル
などで拭き取ります。

1

パッドの透明フィルムを剥がし、 
粘着面を肌に密着させて貼り付けます。

例） CH1で接続コードの先端が赤
い方を上側に、黒い方を下側に
貼り付けた場合は、CH2も同
様に上が赤、下が黒となるよう
に貼り付けてください。

2

パッド貼り付け位置の目安はこちらへ
トレーニングコース ➡　P.42〜48 をご参照ください。
ハイブリッドコース ➡　P.49 をご参照ください。
リラックスコース ➡　P.50〜54 をご参照ください。

例

CH1

赤 赤

黒黒

CH2
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● パッドは、乾燥してくると粘着力が低
下します。粘着力が低下してきた場
合、ご使用後に1〜2滴の水をつけて
汚れや脂を取り除くと、粘着力も少し
回復します。

● パッドを保管する際には、透明フィル
ムの「on」と読める面に貼ってくださ
い。「no」と読める面に貼ると剥がれ
にくく、パッドの寿命を縮めます。

● パッドの使用後は、元の透明フィルム
に戻し、袋に入れてチャックを閉め、
高温・高湿を避けて保管してくださ
い。

● パッドの袋に使用期限が表示してあります。期限切れのパッドは使用し
ないでください。

● パッドは消耗品です。粘着力が低下（1日1ヶ所、約1ヶ月程度の使用が
標準）しましたら交換してください。

パッドの保管について

パッドのサイズについて

●イトーオリジナルパッド プレミアム〈M・4枚〉の特徴
　 うでやバスト、肩や足裏やふくらはぎといった、小さな筋肉におすすめします。

※イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉をご使用の場合はイトーオリジナ
ルパッド プレミアム〈M・4枚〉よりも充電池の消耗が早いため、充電ACアダプター
のご使用をおすすめします。使用部位や出力レベルなどによっては、2時間前後
で充電池の残量がなくなることがあります。

接着面

パッド使用時のポイント

●イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉の特徴
　 おなかやウエスト、ヒップや太ももといった、大きな筋肉が集中してい

る部位におすすめします。イトーオリジナルパッド プレミアム〈M・4枚〉
に比べて、効率よく広範囲の筋肉運動ができます。
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パッドについて

パッドの剥がし方
パッドを透明フィルムや皮膚か
ら剥がすときは、パッドの端を
摘んでゆっくりと持ち上げてく
ださい。接続コード部を持って
剥がすようなことはしないでく
ださい。

警告
● 傷のある皮膚には使用しないでください。
● 粘着力が弱くなったパッドは、皮膚との接触状態により局所に電流が集中する可能性があり、

火傷・炎症の原因となるので、絶対に使用しないでください。
● 皮膚が荒れたり、火傷・炎症などを起こした際には速やかに使用を中止してください。
● 皮膚にローション、オイルなど化粧品が残っていると、うまく付きません。石鹸と湯水で皮

膚を洗って完全に乾かしてから使用してください。
● 運動・温熱（ホットパックなど）により発汗し皮膚表面が濡れている場合は、汗を乾いたタオ

ルなどで拭き取ってからパッドを装着してください。パッドの上からホットパックなどで加
温することは局所に熱が集中し火傷・炎症の可能性がありますので絶対におやめください。

● 接続コードの接続ピン部分が汚れていないか必ず使用前に確認してください。汚れている場合は、
ぬるま湯、アルコールで湿らせた柔らかい布で汚れを拭き取ってください。汚れたままで使用し
ますと、接触不良による電流の急激な変化で、火傷・炎症のおそれがあります。また、接続部が
緩くなったパッドも接触不良を起こす可能性がありますので、新しいものに交換してください。

● コードの先端に接続コードの金属部分が見えなくなるようしっかりと挿入してください。
● 透明フィルムや皮膚から剥がすときは、その端を摘んでからゆっくりと持ち上げてください。

絶対にコードを引っ張らないでください。
● 貼り付ける際には必ず皮膚に密着させてください。隙間があると刺激が強くなり痛みを感じ、

場合によっては火傷などの皮膚障害を起こすおそれがあります。
● 皮膚から剥がすときは必ず本体の電源を切ってください。
●使用後は元の透明フィルムに戻し、袋に入れ、室温で保存してください。
●パッドの袋に使用期限が表示してあります。期限切れのものは使用しないでください。
●パッドは消耗品です。粘着力が低下しましたら交換してください。
● 伝染性疾患の患者は機器を介して他の人に感染する可能性があるので注意してください。
● 湿布や絆創膏などの粘着物によりかぶれやすい方は注意してご使用ください。かぶれたり、

赤くなったりすることがあります。
● 使用した際に、発疹・発赤・かゆみなどが現れたときは直ちに使用を中止し、お求めの販売

店または発売元にご相談ください。
● 使用する際は、金属物（ネックレス、ベルト、時計など）と重なったり、触れたりしないよう

注意して貼ってください。
● 使用中のパッドを体の下に敷くなど、過度な力をかけますと、電流が一部分に集中し火傷・

炎症の原因となりますので、絶対におやめください。
● 使用期限の切れたものや、粘着力が低下したパッドをそのまま使用したり、テープ・バンド・

下着などで固定して使用しても、適切な効果が得られないばかりでなく、急激に強い刺激が
かかったり、場合によっては火傷などの皮膚障害を起こすおそれがありますので絶対にしな
いでください。

● 安全に製品をご使用いただくために、製造元で品質管理を実施しております純正のイトーオ
リジナルパッドをご使用ください（P.16参照）。模倣品の使用が原因で発生した火傷事故・
故障・その他の不具合などにつきましては、一切の責任を負いかねますので、ご了承ください。
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ツインビート∞の使い方

手順1 電源を入れる

手順2 コースの選択

電源スイッチを長押しして、電源を入れま
す。

・トレーニングコース
・ハイブリッドコース
・リラックスコース

から使用したいコースをタッチ
して選択します。

※ ビューティーコースの使い方は、
P.35〜39をご参照ください。

トレーニングコース・ハイブリッドコース・リラックスコース
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手順2で選択したコースから使用したいモードをタッチして選択します。

手順3 モードの選択

※一つ前の画面に戻る場合は 　　をタッチしてください。

「バスト・うで・おなか・せなか・ウエ
スト・太もも・ヒップ」 から使用したい
モードをタッチして選択します。

トレーニングコースを
選択した場合

「肩・おなか・腰・膝・ふくらはぎ」か
ら使用したいモードをタッチして選択し
ます。

リラックスコースを
選択した場合

「プランク・スクワット」から使用した
いモードをタッチして選択します。

ハイブリッドコースを
選択した場合
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①  タイマーを変更する場合は、タイマーボタン
をタッチします。

②  タイマーボタンをタッチするたびに表示が切
り替わるので、使いたい時間を選択します。

 貼り付け位置画面の表示に合わせて、パッドを
貼ります。

※ 他の貼り付け位置画面を表示させる場合は  を 
タッチします。

※   で画面を切り替えても出力は変わりません。
（リラックスコースの膝モードを除く）

※ 代表的な貼り付け位置画像が1〜3画面表示されます。

手順5 タイマー設定

手順4 パッドを貼る

ツインビート∞の使い方

パッドを貼る前に出力を上げないでください!!

※ タイマーの変更は出力開始前に行ってください。出力中は変更できません。 
また、次回使用時は前回設定した時間が表示されます。

※ 同じ貼り付け位置への連続使用は1日2時間までとしてください。
※各モードに応じて感じ方が変化します。

注意事項
以下のモードを使用する際はパッドを4枚貼ってください。パッドが4枚貼られ
ていない場合はエラーになります。
● トレーニングコース：おなかモード、ウエストモード
● リラックスコース：肩モード、腰モード、おなかモード、膝－1モード
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①  出力調節スイッチ「▲▲」を押して、がまん
できる範囲まで出力レベルを上げます。 

（出力範囲：1 〜 90）

出力レベルを上げると、出力が開始されます。

出力レベルを下げるには「▼▼」を押します。

※出力1・2の出力レベルは同時に上下します。

手順6 出力調節

②  出力1·2の出力レベルを個別に上げるには、左右の出力調節スイッチ
「▲」を押します。

※ 出力中も出力レベルを調節できます。
※ 出力1·2の出力レベルは個別に下げられません。
※ 出力1·2のいずれかの出力レベルが「0」になった状態で「▼▼」を押すと、もう

一方の出力レベルのみが下がります。
※ 各出力調節スイッチを長押しすると、連続して出力レベルを変更できます。
※ トレーニングコースの使用中は、自動で出力レベルが変更されることがあります。    
　（P.34参照）
※ 出力休止中に出力調節スイッチを操作すると、出力休止時間の終了を待たずに出

力（EMS）を開始できます。

※出力中に  を押すと出力を停止し、タイマーはリセットされます。

出力1・2 同時に上げる

出力1・2 同時に下げる

出力1のみ上げる 出力2のみ上げる



34

ツインビート∞の使い方

タイマー終了後、電源スイッチを長押しして電源を切り、終了します。
（終了後、5分以上操作を行わないと、自動的に電源が切れます）

手順7 終 了

ハイバーニング
機能

1 3
4

2 1

ハイバーニング機能について
ハイバーニング機能は、トレーニングコースで30分タイマーを使用している場
合、15分経過後に出力が自動で上がる機能です。

※ ハイバーニング機能はOFFにできません。
※ハイバーニング機能の作動中も、出力レベルを変更できます。
※最大出力レベル（90）に設定している場合、それ以上レベルは上がりません。

EMS開始予告音について（ハイブリッドコース）
ハイブリッドコースでは、EMS出力開始の3秒前から1秒ごとに予告音が鳴
り、EMSの出力開始時に開始音が鳴ります。

ピ ピ ピ
ピー

EMS

※ 出力休止中に出力調節スイッチを操作してEMS出力を開始したときは開始音は鳴りません。
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注意事項
● EMSスティック導子は金属を使用していますので、金属アレルギーの方は

使用しないでください。
● 使用する前に、あらかじめメイクや汚れを落としてください。
● 身につけているアクセサリーや時計・貴金属類を外してください。

EMSスティック導子のセット

本体底面にある出力口CH1とCH2の両方にEMSスティック導子
の接続コードを差し込みます。

1

ビューティーコース

※  接続コードは必ず2本とも差し込んでください。片方のみ差し込んだ状
態では使用できません。

※ 接続コード2本は、出力口1・2のどちらに差し込んでも使用できます。
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スキンケアを行う場合

イトーフェイスモイスチャーゲルをスキンケアを行う部位に塗ります。

イトーフェイスモイスチャーゲルの塗り方
● 500円玉サイズを手にとり、顔全体になじむように塗ってください。
●ゲルが乾いてきたら、再度塗ってください。

※ イトーフェイスモイスチャーゲルは、有効期限を表示していませんが、確かな品
質でお使いいただくため、一度開封されたものはそのシーズン内に使いきること
をおすすめします。

スカルプケアを行う場合

スカルプケアを行う部位の髪をかき上げ、頭皮にイトースカルプローション
（別売オプション品）を吹きかけます。

注意事項

● 頭皮またお肌に異常が生じていないかよく注意してご使用ください。
● 頭皮または肌に合わないときは使用を中止してください。

手順1 ケアの準備

手順2 電源を入れる

電源スイッチを長押しして、電源を入れます。

ツインビート∞の使い方
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手順3 コースの選択

コース選択画面からビューティーコース
をタッチして選択します。

手順4 モードの選択

「スカルプケア・フェイスケア・トリートメ
ント」から、使用したいモードをタッチして
選択します。

ビューティーコース

「スカルプケア」はEMSを使用した頭皮ケアを行えます。 
「フェイスケア」はEMSを使用したスキンケアを行えます。 
「トリートメント」はMCR（※）を使用したスキンケアを行えます。
※MCRは微弱な電流を使用しているため、体感はほとんどありません。
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手順5 導子をあてる
EMSスティック導子を下図のように持ち、 
本体の画面表示を参考に肌や頭皮にあてます。

導子をあてる前に出力を上げないでください!!

EMSスティック導子あて方の注意

●EMSスティック導子の3極すべてが密着するようにあててください。

●EMSスティック導子は強く押しあてないようにしてください。
●EMSスティック導子はゆっくり動かしてください。
● 出力レベルを上げても刺激が感じられない場合は、イトーフェイスモイス

チャーゲルまたはイトースカルプローション（別売オプション品）を塗り足し
てからご使用ください。また、EMSスティック導子の動きを止めてからレベル
を上げてください。

EMSスティック導子の使い方
 ➡ P.55〜57 をご参照ください。

ツインビート∞の使い方
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手順6 出力調節
①   出力調節スイッチ「▲▲」を押して、心地

よい刺激を感じる範囲まで出力レベルを上げ
ます。

出力範囲
• フェイスケア： 1〜30
• スカルプケア： 1〜50
• トリートメント： 50μA（固定）

出力レベルを上げると、出力が開始されます。

出力レベルを下げるには「▼▼」を押します。

出力1・2 同時に上げる

出力1・2 同時に下げる

※出力1・2の出力レベルは同時に上下します。
※タイマーは10分で固定です。
※ 「トリートメント」は微弱な電流を使用しているため、体感はほとんどありません。
※ 出力中も出力レベルを調節できます。
※ 各出力調節スイッチを長押しすると、連続して出力レベルを変更できます。

※出力中に  を押すと出力を停止し、タイマーはリセットされます。

タイマー終了後、電源スイッチを長押しして電源を切り、終了します。
（終了後、5分以上操作を行わないと、自動的に電源が切れます）

手順7 終 了

注意事項

● 使用後は、乾いた布などでEMSスティック導子のジェルやローションが
付いている部分を軽く拭いてください。

● お手入れの際は、EMSスティック導子を本体から取り外してください。
●EMSスティック導子は水洗いしないでください。
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その他の機能

出力中の誤操作を防止します。

※ ロック機能は出力中のみ使用できます。
※ ロック機能が働いている間も、電源スイッチによる電源の入切だけは作動します。
※ タイマーが終了すると自動的にロック機能が解除されます。

ロック機能

① 出力中にロックボタンを押すと、全て
のスイッチとボタンがロックされ、
ロック表示が切り替わります。

② 再度ロックボタンを長押し（約1.5秒）
すると、ロック機能が解除されます。

ロックロック解除

本体を操作しない状態が約30秒続くと、画面が暗
くなります。

いずれかの操作ボタンまた
はスイッチを押すと、画面
が元の明るさに戻ります。

減光機能
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ポーチの使い方とご注意

本体をポーチに入れて使用することもできます。
ポーチはシチュエーションに合わせてウエストとショルダーの2通りの持
ち方ができます。

本体をポーチに入れて使用する際は、以下にご注意ください。

ロック機能を使う
誤ってスイッチを押したときの誤操作防止のため、必ずロック機能をお使
いください。（P.40参照）

向きに注意して収納する
イラストのように、本体ディスプレイ面を表向き
にして、本体上部からポーチに入れてください。

収納後はファスナーをしめて、本体が落ちないよ
うにしてください。
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バ ス ト

1 バスト全体に 2 バストわきに

貼り付け位置の目安 トレーニング

※イトーオリジナルパッド プレミアム〈M・4枚〉がオススメです。

イトーオリジナルパッド プレミアム〈M・4枚〉

※ CH1で接続コードの先端が赤い方を上側に、黒い方を下側に貼り付けた場合は、CH2も同様に上が
赤、下が黒となるように貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

本体画面に表示される貼り付け方法は、使用方法を想定した代表的な貼り付け方
法です。取扱説明書には、本体画面に表示されていない貼り付け方法も記載され
ています。

※ パッドは4枚貼ってください。

心臓に障害のある人は、使用を控えてください。
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う で

3 ひじ下のトレーニング（外側） 4 ひじ下のトレーニング（内側）

※ 左右のうでに貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

※イトーオリジナルパッド プレミアム〈M・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈M・4枚〉
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※ CH1で接続コードの先端が赤い方を上側に、黒い方を下側に貼り付けた場合は、CH2も同様に上が
赤、下が黒となるように貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

お な か

5 上腹部に 6 下腹部に

※大きい筋肉なので、イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉

※ パッドは4枚貼ってください。

貼り付け位置の目安 トレーニング
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※ CH1で接続コードの先端が赤い方を上側に、黒い方を下側に貼り付けた場合は、CH2も同様に上が
赤、下が黒となるように貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

せ な か

7 背中に 8 腰わきに

※大きい筋肉なので、イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉

※ パッドは4枚貼ってください。
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貼り付け位置の目安 トレーニング

ウエスト

9 わき腹全体に 10 ウエスト部分に

※ CH1で接続コードの先端が赤い方を上側に、黒い方を下側に貼り付けた場合は、CH2も同様に上が
赤、下が黒となるように貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

※大きい筋肉なので、イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉

※ パッドは4枚貼ってください。
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太 も も

11 膝上に 12 太もも裏側に

※ CH1で接続コードの先端が赤い方を上側に、黒い方を下側に貼り付けた場合は、CH2も同様に上が
赤、下が黒となるように貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

※大きい筋肉なので、イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉
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貼り付け位置の目安 トレーニング

ヒ ッ プ

13 ヒップの外側に 14 ヒップの内側に

※ CH1で接続コードの先端が赤い方を上側に、黒い方を下側に貼り付けた場合は、CH2も同様に上が
赤、下が黒となるように貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

※ パッドは4枚貼ってください。

※大きい筋肉なので、イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉
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貼り付け位置の目安 ハイブリッド

プランク・スクワット

15 下腹部に（プランク）

17 ヒップに（スクワット）16 太もも全体に（スクワット）

※ CH1で接続コードの先端が赤い方を上側に、黒い方を下側に貼り付けた場合は、CH2も同様に上が
赤、下が黒となるように貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

※ パッドは4枚貼ってください。

※大きい筋肉なので、イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉
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肩

18 肩の内側に 19 首から肩に

※ CH1で接続コードの先端が赤い方を上側に、黒い方を下側に貼り付けた場合は、CH2も同様に上が
赤、下が黒となるように貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

※ パッドは4枚貼ってください。

貼り付け位置の目安 リラックス

※イトーオリジナルパッド プレミアム〈M・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈M・4枚〉

20 肩から腕に

※イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉

※パッドは両肩に左右対称に4枚貼ってください。
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お な か

21 下腹部に 22 おなか全体に

※ CH1で接続コードの先端が赤い方を上側に、黒い方を下側に貼り付けた場合は、CH2も同様に上が
赤、下が黒となるように貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

※ パッドは4枚貼ってください。

※大きい筋肉なので、イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉



52

貼り付け位置の目安 リラックス

腰

23 腰まわりに 24 腰わきに

※ CH1で接続コードの先端が赤い方を上側に、黒い方を下側に貼り付けた場合は、CH2も同様に上が
赤、下が黒となるように貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

※ パッドは4枚貼ってください。

※大きい筋肉なので、イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈L・4枚〉
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膝

25 膝上に 26 膝まわりに

※ CH1で接続コードの先端が赤い方を上側に、黒い方を下側に貼り付けた場合は、CH2も同様に上が
赤、下が黒となるように貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

※身体の前面に貼り付けます。

※ 膝 -2 モードで使用してください。 
膝 -1 モードで使用するとエラー
になります。

※身体の前面に貼り付けます。

※ 膝 -1 モードで使用してください。

※ パッドは 4 枚貼ってください。

※イトーオリジナルパッド プレミアム〈M・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈M・4枚〉
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貼り付け位置の目安 リラックス

ふくらはぎ

27 膝裏＋ふくらはぎに 28 足首のリフレッシュに

※ CH1で接続コードの先端が赤い方を上側に、黒い方を下側に貼り付けた場合は、CH2も同様に上が
赤、下が黒となるように貼り付けてください。

※ 同じ貼り位置に連続して使用せず、異なる貼り位置でローテーションを組んでご使用ください。

※ パッドは4枚貼ってください。

※イトーオリジナルパッド プレミアム〈M・4枚〉がオススメです。
イトーオリジナルパッド プレミアム〈M・4枚〉
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スカルプケア

1 前頭部や側頭部、後頭部に

EMSスティック導子の使い方 ビューティー

脳、目、耳、喉ぼとけには使用しないでください。

スカルプケアを行う部位の髪をかき上げ、頭皮にイトースカ
ルプローション（別売オプション品）を吹きかけます。

導子をあてる前に出力を上げないでください。

※ EMSスティック導子は強く押しあてないようにしてください。

※ 出力レベルを上げても刺激を感じられない場合はイトースカルプ
ローション（別売オプション品）を追加で吹きかけてください。

準 備

使い方 本体画面を参考に EMS スティック導子を頭皮にあて、生えぎ
わから頭頂部に向かって約 5 秒間ずつ止めながら動かします。
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フェイスケア

2 額、目の下、口もとなどに

フェイスケアを行う部位にイトーフェイスモイスチャーゲル
を塗ります。

脳、目、耳、喉ぼとけには使用しないでください。

導子をあてる前に出力を上げないでください。

※ EMSスティック導子は強く押しあてないようにしてください。

※ 出力レベルを上げても刺激を感じられない場合はイトーフェイス
モイスチャーゲルを塗り足してください。

本体画面を参考に EMS スティック導子を肌にあて、矢印の
方向に導子の先端を滑らすように動かします。

（目安：1 秒間に 5cm 進むくらいの速さ）

準 備

使い方

EMSスティック導子の使い方 ビューティー
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トリートメント

3 額、あごのライン、生えぎわなどに

トリートメントを行う部位にイトーフェイスモイスチャーゲル
を塗ります。生えぎわをトリートメントする場合は、頭皮にイ
トースカルプローション（別売オプション品）を吹きかけます。

準 備

本体画面を参考に EMS スティック導子を肌または頭皮にあ
て、矢印の方向に導子の先端を滑らすように動かします。

（目安：1 秒間に 5cm 進むくらいの速さ）

使い方

脳、目、耳、喉ぼとけには使用しないでください。

導子をあてる前に出力を上げないでください。

※ EMSスティック導子は強く押しあてないようにしてください。

※ 「トリートメント」は微弱な電流を使用しているため、体感はほ
とんどありません。
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Ｑ&Ａ・故障かな？と思ったら

Q1：エラー表示について
Ａ： パッドが身体から剥がれたり、接続コードの接続が不十分な場合、

　 「ERROR画面」が表示されます。下記の①・②を確認してください。

　　①パッドの粘着力が弱くなっていませんか？
　　　 粘着力が弱くなると、皮膚から外れてエラーになります。新しいパッドに交換し

てください。まだ粘着力がある場合は皮膚に密着するように貼り直してくださ
い。

　　②接続コードは本体とパッドにしっかりと接続されていますか？
　　　接続が不十分だとエラーになります。しっかりと奥まで差し込んでください。

　　※ ①・②を確認してもエラーになる場合は傷や変形、内部の断線など接続コードの故障の可
能性があります。販売店または発売元にご連絡ください。

Q2：出力が勝手に変わる
Ａ1：  意図せずボタンが押されて出力が変わる場合があります。そのような場合は、

ロック機能を使って誤操作を防止できます。（P.40 ロック機能 参照）

Ａ2：  トレーニングコースの使用中は、ハイバーニング機能により出力レベルが自動で
上がることがあります。（P.34 ハイバーニング機能 参照）

Q3：充電ができないときは？
Ａ： 充電池が本体にセットされているか、本体に充電ACアダプターが接続されている

か、充電ACアダプターがコンセントにきちんと接続されているか確認してくださ
い。また、充電ACアダプターの金属部分が汚れていないことを確認してください。
汚れている際にはティッシュペーパーなどで拭き取ってください。それでも改善さ
れない場合、充電ACアダプターと充電池を外して再度セットしてみてください。
（P.24 充電池の交換方法 参照）

　　※ 確認後も変化がない場合は故障の可能性があります。販売店または発売元にご連絡ください。

Q4：画面が急に消えてしまったときは？
Ａ1：  充電池の残量が少なくなると、急に画面が消えることがあります。充電してから

使用するか、充電ACアダプターを接続してご使用ください。

Ａ2：  使用中にパッド同士が接すると、まれに画面が消え電源が入らなくなることがあ
ります。パッドをご確認の上、電源を入れ直してください。
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Q5：EMSスティック導子の使用時に刺激を感じない
Ａ：  EMSスティック導子は、速く動かすと刺激を感じにくくなりますので、ゆっくり

と動かしてください。また、スカルプケアを行う場合は、髪の毛があると刺激を感
じられないことがありますので、髪を上げてからEMSスティック導子をあててく
ださい。

Q6：パッドが剥がれてしまったときは？
Ａ：  パッドは、乾燥してくると粘着力が低下します。ご使用後、水を1〜2滴つけて保

管すると回復することがありますが、通常の使用で1ヶ月くらい（1日1ヶ所の使
用）で交換することをおすすめします。

　　※ パッドの追加注文は、販売店または発売元にご連絡ください。

Q7：作動音について
Ａ：  ツインビート∞では、ソフトな刺激感を実現するために、特殊な周波数帯域の電流を

用いております。この特殊な電流を発生させる際に、わずかですが音が発生します。
そのため、出力数値が高くなると、本体から「ピー」または「ギュンギュン」という
ような音が聞こえることがありますが、本体の作動音であり異常ではありません。

Q8：使用中に充電池表示が増えたり減ったりする
Ａ： 瞬間的に多くの電流を消耗した際に、充電池表示

が一時的に増減する場合がありますが、不具合で
はありません。

Q9：使用中や充電中に本体が熱くなる
Ａ： ツインビート∞は比較的大きな電流を使用するため、使用中や充電中に本体が熱く

なることがあります。本体の異常ではありませんので、安心してご使用ください。

Q10：使用中に充電LEDが点滅する
Ａ1： 充電池を本体にセットせずに、ACアダプターだけで使用している場合は、充電

LED及び充電池表示は常に点滅します。充電池を本体にセットしていても、充電
LED及び充電池表示が点滅する場合は、充電池のコネクターが正しく接続されて
いるか確認してください。確認後も状況が改善されない場合は、販売店または発
売元にご連絡ください。

A2： 高温や低温の環境で使用すると、充電LEDが点滅する場合があります。通常の室
温状態（10℃〜40℃）でご使用ください。 
また、充電しながら高い出力レベルで使用し続けている場合も充電LEDが点滅する場
合があります。いったん使用を中止し、本体の温度が下がるまでお待ちください。
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症状及び対処法画面表示

充電残量がなくなりました。 
30秒後に自動的に電源が切れます。 
→  充電ACアダプターを使用して充電するか、充

電ACアダプターを接続してご使用ください。

パッドの寿命、もしくはパッド同士が接触してい
る状態です。
→ パッド・接続コードを確認し、出力を再開し

てください。
※ P.58【Q1：エラー表示について】をご参照くだ

さい。

※状況が改善されない場合は、販売店または発売元にご連絡ください。

Q11：サイクロンモードにならない
Ａ1： サイクロンモードは下記のモードにプログラムされています。

トレーニングコース ➡ おなかモード・ウエストモード（タイマー30分使用時）
リラックスコース ➡ 肩モード・腰モード・おなかモード・膝－1モード

Ａ2： サイクロンモードを使用するには、パッドを4枚貼ってください。

Q12：以下の画面が表示された
Ａ： 

Ｑ&Ａ・故障かな？と思ったら



特
長

注
意
事
項

は
じ
め
て
お
使
い

に
な
る
前
に

パ
ッ
ド
の
貼
り
方 

導
子
の
使
い
方

パ
ッ
ド
の
注
意
事
項

本
体
の
使
用
方
法

Ｑ
＆
Ａ

パ
ッ
ド
の
貼
り
方 

導
子
の
使
い
方

61

Ｑ&Ａ・困ったときはここをチェック!

Q1：効果はどれくらいで出てくるのですか？
Ａ： 筋肉のつき方や体質により個人差があります。食事を適正にとり、継続して熱心に

使用すれば、徐々に筋肉がトレーニングされることを感じる方が多いようです。
（人によって個人差があり、効果の出方は異なります）

Q2：毎日使った方が効果が出ますか？
Ａ： 筋肉はトレーニング後１〜２日間休ませることが必要です。毎日同じ筋肉を使い運

動しても筋肉のトレーニングにはなりません。疲労がたまるだけです。毎日トレー
ニングを行いたい場合には、トレーニングをする部位を変えて行ってください。

Q3：EMSってなんですか？
Ａ： ツインビート∞では周波数の高い電流を体内深部まで届かせることにより、EMS

と呼ばれる、筋肉をトレーニングすることができる電流を起こしています。この体
内深部まで届く電流は、周波数「5000Hz」の中周波と呼ばれる電流を使用して
おり、電流特有のビリビリとした刺激感を少なくし、より深い筋肉までトレーニン
グすることが期待できます。

Q4：使用後の体感について
Ａ： ツインビート∞では、深部の筋肉を運動させているため、非常に運動効率が高く、

使用後に体感（継続しているような感覚）が残る場合があります。身体に影響はあ
りませんので、安心してご使用ください。

Q5：充電時間はどのくらいかかりますか？
A： 充電時間は最大で約3時間です。充電池の寿命を保つため、充電池の残量表示が1

つになってから充電することをおすすめします。

Q6：満充電でどれくらいの時間使用できますか？
A： 満充電の場合でも、使用部位や出力レベルなどによっては、2時間前後で充電池の残

量がなくなることがあります。長時間の使用や、イトーオリジナルパッド プレミアム
〈L・4枚〉を使用する場合は、充電ACアダプターでのご使用をおすすめします。
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Q7： 使い始めのときはどの程度の出力から始めればよいのですか？
Ａ1： トレーニングコース / ハイブリッドコース 

出力を高くして使用するほど効果が出やすくなります。しかし、使用開始当初は
筋肉が運動に慣れていないため出力はあまり高くできません。そこで使用開始時
にはがまんできる最大の強さからスタートしてください。慣れてきたら少しずつ
出力を上げるようにしてください。一般的な目安として1〜2週間程度で、30〜
60程度まで出力を上げてご使用になる方が多いようです。コツは使用開始5〜
10分経過後、3〜5ずつ上げることで、身体が少しずつ強い刺激に慣れていきま
す。強い刺激感の苦手な方は、ややきついと感じるレベルで、少し長めに使用す
ることにより効果が期待できます。ただし、筋肉に極度の疲労感を感じた場合
は、使用を中止してください。

Ａ2：  リラックスコース 
心地よい刺激を感じる出力にてご使用ください。

Ａ3：  ビューティーコース 
心地よい刺激を感じる出力にてご使用ください。

※ビューティーコースは、出力を上げても効果が強まるわけではありません。

Q8：付属品に関する問い合わせは？
A： パッドや接続コード、充電ACアダプター、専用充電池、イトーフェイスモイスチャー

ゲル、イトースカルプローション（別売オプション品）などの付属品のご注文やお問
い合わせは、お買い求めの販売店または発売元にご連絡ください。

Q9：操作音を消したいときは？
A：  出力調節スイッチ「▲▲」と電源スイッチ「 」を押しながら電源を入れること

で、操作音の【有無】を交互に切り替えることができます。

※出荷状態では音が鳴るように設定されています。

Ｑ&Ａ・困ったときはここをチェック!
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埼玉県川口市栄町3-1-8

☎048（254）1019（お客様センター）

E0a231420-2412   C2502DL
無断転載禁止

https://www.itolator.co.jp/

販売店

発売元

使い方動画
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